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市政と暮らしを結ぶ情報紙

催しへの参加は、マスク着用など感染防止にご協力ください(催しは中止・延期の場合あり）
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2021年（令和3年）  2月10日発行
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1～2…名張ゆめづくり協働塾　3…消防白書　
4…ごみ処理中の火災多発　7…施設ガイド　8…3月の相談

　

私
は
、
新
潟
県
の
村
上
地
域
で
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
育
成
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
着
実
に
地
域

が
元
気
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
が

あ
る
一
方
で
、
年
々
高
齢
化
率
は
上
が

り
、年
少
人
口
は
減
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

日
本
で
は
、
２
０
０
８
年
に
人
口
の

ピ
ー
ク
を
迎
え
、
人
口
減
少
が
続
い
て

い
ま
す
。
仮
に
明
日
か
ら
人
口
規
模
を

維
持
で
き
る
よ
う
な
出
生
率
に
な
っ
た

と
し
て
も
、
年
少
人
口
の
割
合
が
高

か
っ
た
昭
和
40
年
ご
ろ
の
人
口
構
成
に

戻
る
に
は
、
50
年
以
上
か
か
る
。
少
子

化
対
策
に
即
効
性
は
な
い
の
で
す
。
と

い
う
こ
と
は
、
人
が
減
っ
て
い
く
こ
と

を
前
提
に
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
暮
ら

し
に
大
き
く
影
響
す
る
の
が
、
人
口
構

成
の
変
化
で
す
。

　

65
歳
以
上
の
人
は
ひ
と
く
く
り
に

「
高
齢
者
」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、
今
、

地
域
を
支
え
て
い
る
の
は
74
歳
ま
で
の

前
期
高
齢
者
。
75
歳
を
超
え
て
、
後
期

高
齢
者
に
な
っ
て
く
る
と
、
で
き
な
い

こ
と
も
増
え
て
く
る
。85
歳
以
上
だ
と
、

４
人
に
１
人
が
要
介
護
３
以
上
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

　

名
張
市
で
は
、
２
０
２
０
年
以
降
、

高
齢
化
の
第
二
幕
が
到
来
。
後
期
高
齢

者
数
が
前
期
高
齢
者
数
を
超
え
、
そ
の

差
が
大
き
く
開
い
て
い
く
、
ま
さ
に

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
高
齢
者

の
み
の
世
帯
も
増
加
し
て
い
き
ま
す
。

す
る
と
、
地
域
で
は
、
通
院
や
買
い
物
、

草
刈
り
、
お
墓
の
管
理
に
至
る
ま
で
、

暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
人
が
増
え
て
い
く
。
支
え
手
が

支
え
ら
れ
る
側
に
な
っ
て
い
く
の
で
す

か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
は
、

今
ま
で
の
延
長
で
は
な
く
、
進
化
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

行
政
に
頼
ろ
う
と
し
て
も
、
少
子

化
に
よ
っ
て
税
収
は
減
少
。
高
齢
化

に
よ
っ
て
社
会
保
障
費
は
増
加
。
さ

ら
に
、
道
路
や
橋
、
建
物
な
ど
の
社

会
的
イ
ン
フ
ラ
も
次
々
に
耐
用
年
数

を
迎
え
て
い
く
た
め
、
更
新
に
か
か

る
支
出
も
増
加
。
行
政
に
お
願
い
し

て
何
と
か
し
て
く
れ
る
よ
う
な
状
況

は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

　

こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
、
余
力
が
あ

る
う
ち
か
ら
、
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ

と
を
増
や
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
―
と
い

う
こ
と
で
す
。

人
が
減
っ
て
い
く
こ
と
を
前
提
に

地
域
づ
く
り
を
行
う
時
代

 地域経営室　 63‐7484

地域づくりのあ
り方を考える

「名張ゆめづくり協
働塾・地域づくりシ
ンポジウム」（主催：
市・一般財団法人 自
治総合センター）が１月 16日、防災センターで開催され、地域づくり
組織の関係者など約 40人が参加。基調講演「with コロナ社会で問わ
れる地域の自治力」と「これからの地域づくり」を考えるパネルディス
カッションが行われました。今号では、その要旨をご紹介します。

【
２
ペ
ー
ジ
へ
続
く
】

名
張
ゆ
め
づ
く
り
協
働
塾
・

地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

  

基
調
講
演
よ
り

基
調
講
演
よ
り

働
塾
・

働
塾
・

ジ
ウ
ム

ジ
ウ
ム

NPO法人 都
つ き さ ら

岐沙羅パートナーズセンター理事・事務局長。新潟県村
上地域で、住民活動やコミュニティビジネス支援のほか、地域づくり
事業のコーディネートなどを行いながら、持続可能な地域社会の仕組
みづくりに取り組んでいる。

斎藤 主
ち か ら

税 さん
講師

高
齢
化
の
第
二
幕
到
来
。

支
え
手
が
支
え
ら
れ
る
側
に

地
域
づ
く
り
は
、い
ま
、ま
さ
に

地
域
づ
く
り
は
、い
ま
、ま
さ
に

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
をを

迎
え
て
い
ま
す

迎
え
て
い
ま
す

２
０
２
０
年
以
降
、
地
域
を
支
え
る
世
代
が
急
激
に
減
少

1995 年 2000年 2005年 2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年

国勢調査値国勢調査値 推計値推計値

30,000

20,000

10,000

支える世代 ＞ 支えられる世代 支える世代 < 支えられる世代(人）
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65～ 74歳人口 75歳以上人口 65～ 74歳人口比 75歳以上人口比

名張市の高齢者人口の推移

2020 年以降は、地域を支える世代
（65～ 74歳）が減少。
支えられる世代
（75歳以上）が
増加

「名張ゆめづくり協働塾・地域づくりシンポジウム」の講演資料などは、市ホームページに掲載しています。本記事と合わせてご覧ください。



　

地
域
を
支
え
て
い
る
役
員
世
代
は
、

後
継
者
が
い
な
い
、
若
い
人
が
参
加
し

な
い
と
言
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
全
国
的

な
傾
向
で
す
。
で
も
、
イ
ベ
ン
ト
や
役

員
選
考
な
ど
の
や
り
方
は
旧
態
依
然
、

昭
和
の
ま
ま
と
い
う
地
域
が
多
い
。

　

一
方
で
、「
地
域
活
動
に
興
味
が
あ

る
」
と
答
え
る
若
者
が
多
い
と
い
っ
た

デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
が
、
本
気
で
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
地
域
で
は
、
若
者
も

一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
行
事
や
会
議
の
棚た

な
お
ろ卸
し
を

し
て
、
地
域
活
動
の
全
体
量
を
把
握
す

る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
て
は
。そ
し
て
、

「
つ
い
で
に
や
れ
る
」「
ま
と
め
て
や
れ

る
」
こ
と
は
な
い
か
探
し
て
み
る
。
例

え
ば
、
敬
老
会
と
趣
味
の
作
品
展
を
合

同
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
来
場
者
を
集
め

る
の
に
苦
労
し
て
い
た
作
品
展
が
大
盛

況
に
な
っ
た
事
例
や
、
交
通
安
全
関
係

の
組
織
を
統
合
し
て
会
議
を
半
減
さ
せ

る
な
ど
、
負
担
を
減
少
さ
せ
な
が
ら
、

交
通
安
全
の
取
組
は
残
せ
た
と
い
う
事

例
が
あ
り
ま
す
。
継
承
す
べ
き
な
の
は

組
織
で
は
な
く
、
機
能
。
担
い
手
が
限

ら
れ
る
中
、こ
れ
ま
で
通
り
で
は
な
く
、

発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

会
議
っ
て
案
外
ア
イ
デ
ア
が
出
に
く

い
も
の
。
何
気
な
い
会
話
や
つ
ぶ
や
き

の
中
に
地
域
づ
く
り
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る

も
の
で
す
。

　

例
え
ば
、
高
齢
者
サ
ロ
ン
で
「
最
近

包
丁
が
切
れ
な
く
て
、
料
理
が
億お

っ
く
う劫
に

な
っ
て
き
た
」
と
い
う
お
年
寄
り
の
つ

ぶ
や
き
を
耳
に
し
て
、「
料
理
が
で
き

な
く
な
る
と
、
食
生
活
が
乱
れ
る
。
そ

の
う
ち
、
体
調
を
崩
し
、
要
介
護
と
な

る
お
年
寄
り
が
増
え
る
の
で
は
」
と
考

え
た
人
が
い
た
。
ま
ず
は
一
人
で
、
１

時
間
だ
け
包
丁
を
研と

ぐ
場
を
設
け
た
と

こ
ろ
、
な
ん
と
１
０
０
本
も
包
丁
が
集

ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
対
応

人
数
を
増
や
し
、
機
械
も
導
入
し
て
、

包
丁
研
ぎ
が
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
は
妄
想
で
あ
っ
て
も
い
い
。
そ

れ
を
元
に
構
想
を
練
っ
て
、
と
に
か
く

や
っ
て
み
る
。
人
に
説
明
し
て
も
伝
わ

ら
な
い
こ
と
で
も
、
活
動
を
見
せ
る
こ

と
で
「
こ
れ
だ
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
も
多
い
。
何
が
正
解
か
見
え
な
い

コ
ロ
ナ
禍
の
時
代
、
立
ち
止
ま
る
の
で

は
な
く
、
歩
き
な
が
ら
考
え
る
。
そ
し

て
、
次
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
う
の
で
す
。

担
い
手
不
足
は
旧
態
依
然
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
役
員
選
考
が
原
因
？

や
り
方
は
昭
和
の
ま
ま
？

今
ま
で
の「
当
た
り
前
」を

見
直
そ
う

何
気
な
い
「
つ
ぶ
や
き
」
に
ヒ
ン
ト
が

藤村 純
す み こ

子さん
（民生委員児童委員  
 協議会連合会会長／  
 赤目まちづくり委員会）

伊
いしゅう

集 基之さん
（名張地区まちづくり
  協議会）

亀井 利克（名張市長）

従来より赤目まちづくり委員会の福祉部
にのみ所属していた民生委員児童委員

が、昨年度からは、各部会に分散して参加
することにしました。これにより、民生委
員児童委員が、地域福祉の担い手としてま
ちづくり活動全般に関わって、様々な情報
を共有できるようになりました。また、カ
レーを提供する高齢者向けサロンの開催日
を土曜日に変更することで、「こども食堂」
として世代間交流を目的とした新たな居場
所づくりになるよう進めているところです。

子どもを主役に据えた地域づくりに

民生委員児童委員が地域の多様な活動へ

互助共生のまちへ導く「リンクワーカー」の養成を

地域で若者がチャレンジできる場を

小
こ び き

引 福
ふ く お

夫さん
（名張市地域づくり代表者　  
  会議会長／つつじが丘・　 
  春日丘自治協議会）

これからの地域づくり
パネルディスカッション

コーディネーター　池山 敦さん（皇學館大学准教授）

不確実な時代だからこそ、一歩踏み出そう

皆さんのお話を聞かせていただくと、新
型コロナや超高齢社会など、不確実

な時代だからこそ、考えてばかりいないで、
とにかく一歩踏み出して取り組んでみるこ
とが大切だと感じます。そして、一人、ま
た１地区の力だけでなく、連携の力によっ
て地域課題を解決していくことが求められ
ているのだと思います。

小中学生とともに地域の将来を考える場
「つつじっ子会議」が発足したのは、「子

どもが主役の活動なら私たちも参加しやす
い」という保護者の雑談がきっかけ。親世
代にも地域づくりに関わってもらう機会と
なっています。この「つつじっ子会議」では、
地域のマスコットキャラクターが考案され
ましたが、いろんな場面で活用していくこ
とで、子どもたち自身が、自分たちも地域
でできることがあるんだと感じられるよう
にしていきたいですね。

名張学園祭というイベントを昨年初開
催。若者に企画から携わってもらいま

した。声をかけた大学生は「やりたいと思っ
ていても、まちづくりに関わるチャンスはな
かった」と話します。私自身、まちづくり協
議会でさまざまなチャレンジをさせていた
だきましたが、前例はなくても、形にできた
からこそ、次はこうしたいという発想が生ま
れます。今後は、各地域の皆さんとつながり
ながら市全体を盛り上げていく場が作れな
いか―。そんなことも考えています。

地域共生社会を目指して取り組んでいる
名張市は、地域の皆さんによる知恵と

工夫でその深化発展が成っているわけです。
いま新たな担い手として、困りごとのある
人を専門機関や各種団体、地域社会につない
で解決を図っていく「リンクワーカー」の
養成も進めているところです。今後も、地
域の皆さんと連携して取り組んでいきたい
と考えています。

人口構成の変化により、地域の担い手不足が顕人口構成の変化により、地域の担い手不足が顕
著になっていく中、これからどのような地域づ著になっていく中、これからどのような地域づ
くりが求められるのかー。地域のさまざまな取くりが求められるのかー。地域のさまざまな取
組事例を踏まえながら、話し合われました。組事例を踏まえながら、話し合われました。
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